
令和元年度　          鳥栖市立旭小学校　学校評価結果

１　学校教育目標 ２　本年度の重点目標

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目） 具体的方策
成果と課題

(左記の理由）
具体的な改善策・向上策

基礎基本の定着
・毎週月曜日の読書タイムに全校で取り組む。
・個人の読書のめあてを設定し読書量と読書の幅を広げる。

・読書タイムに全校で取り組むことができた。
・めあての達成率は昨年度の２倍と向上している。また、図書館主催のイベントで読書の質
の向上を図った。

・引き続き読書タイムを全校で取り組んでいく。
・今後は、学級利用の際に、本を紹介するなど更なる質的向上を図りたい。

指導方法の工夫・
改善

・「授業づくりのステップ１･２･３」を活用して授業改善に取り組む。
・「授業のユニバーサルデザイン」チェックシートを活用し，全ての児童にとってわかりやす
い授業を目指す。
・見通しをもって意欲的に取り組むことができるめあてを立てるために，単元・授業の導入
や問題の設定を工夫する。
・一人一人が問題に向き合い，自由に意見が交流できる場の設定を図る。

・既習事項の掲示やノートと板書の書き方、問題文への線の引き方について共通実践を図ったことは、学
習に見通しをもたせ、活動をスムーズにすすめるための一助となった。
・UDチェックリストを基に指導案を作成したことで、取り組むUDの視点が明確になり、わかる授業づくりに
つながり、教師のUDに対する意識も高まった。
・様々な形態の学び合い活動を継続して取り入れることで、主体的に考え、友達の考えと比較・検討しよう
とする児童の姿が多く見られるようになった。また、考えたことを図や式、言葉を使って表現しようとする児
童が増えてきた。

・授業のUD化により、算数科の基礎・基本は身についてきたと言える。今後は、「考え方」や
「活用」の観点がさらに向上するように、より効果的な指導法を探る必要がある。
・学び合いにおいて、考えを伝え合ったり教え合ったりすることは、できるようになってきた。
話し合いの視点を明確化したり、考えがより伝わりやすいノートの工夫をしたりなどの手立て
が課題となる。

学習規律・家庭学
習習慣の定着

・授業の終わりに次の授業の予告をし，学習準備が確実にできるようにする。（声かけ
100％）
・自主学習や宿題チェック表に記入させ，保護者の協力を得ながら，宿題と家庭学習に取
り組ませる。
・学期に1回1週間程度，授業マナー評価をさせ，保護者にも感想等を書き込んでもらう。
（年3回）

・家庭学習の充実に当たっては、「あさひっ子の学習記録」への記入をすることで、保護者の協力、意識の
定着につながった。それ以外にも、児童の実態に応じて記録表を準備し、学年共通の取組ができた。
・自学ノートの取組においては、模範となる自学ノートを掲示することで、児童への意欲付けにはなってい
たが、何を自学すればいいか悩む児童もいた。
・昨年まで実施していた「あさひっ子がんばり表」をなくし、各学級でめあてを決め教師の日々指導で「がん
ばり表」なしでも定着できた。特に授業の始めと終わりの時刻を守り、終わりには次の授業の準備の予告
をして休み時間に入ることが定着しつつある。

・「学習規律、授業の進め方」について、取り組みに差が生じないように職員会議で共通理解を深め、共通
実践を徹底していく必要がある。
・「あさひっ子の学習記録」については、個人の変容の実感まで至っていない。個人のがんばりの変容が
実感できるような取組みの検討が今後も必要である。
・自学ノートについては、意欲喚起のために模範となる自学ノートを掲示したり、学年学級通信等に載せた
りして内容、質の向上に引き続き努めていく。

○ＩＣＴ利活
用教育

ＩＣＴ利活用教育の
推進

・ICT機器の取り扱いについての研修会を複数回開き，効果的な利活用のあり方を明らかにする。
・電子黒板等，ICT教材の効果的な活用をめざした授業づくりを推進し，全職員が必要に応じて利活用する。施設面
の不具合については，その都度情報を集め，改善を上申するなどし，ICT環境の改善を目指す。情報モラルの充実に
繋がるように，生徒指導部と連携し，スマートフォンの普及率やルール作りについて啓発を行う。

・プログラミング教育に関する研修やＩＣＴ利活用に関する研修を月一回程度の頻度で計１０回以上行うこ
とができた。
・電子黒板等のＩＣＴを利活用した授業を多く実施することができていた。担任入れ替えの読み聞かせの際
にも電子黒板を活用する職員が見られた。
・冬季休業前に情報モラルについての手引きを全校児童分印刷して、各学級でそれに関する話をしてもら
うことができた。

・ＩＣＴ利活用教育をさらに推進ができるように、資料を放送室に準備する。ＩＣＴ利活用教育に関する研修は
引き続き年度始めの職員会議を中心して伝達研修等を行いたい。
・引き続きＩＣＴ機器を使った授業ができるように、施設面に不具合があれば、改善を行っていく。
・児童が情報モラルについての理解を深めることができるように、特別の教科「道徳」の時間を中心に必ず
学級で取り扱うようにする。
・プログラミング教育の充実のために講師を招致して全職員を対象に校内研修を行う。

○図書館
教育

図書館教育の推進
と読書活動の充実

・読書指導の一環として，学期毎に読書目標を立てさせ，学期末に振り返らせる。(目標冊数を設定
し，達成者を表彰する。)
・図書館祭り等の様々なイベントを通して，図書館に親しみを持たせ，読書を啓発し，読書活動の充実
を図る。
・公立図書館との連携，「おすすめの本」のコーナーの充実等により図書館の環境整備（蔵書・読書環
境の充実）を行う。
・朝の読書タイムは，教師も一緒に取り組み，読み語りボランティアとの連携により読書活動の充実を
図る。
・図書館祭りと併せて家読を行い，家庭での読書活動を推進する。図書館便りで啓発する。

・読書目標冊数は、個別も全校も達成者が前年比２倍以上に増加したものの、個人・学級間
差がかなり大きい。特に高学年の利用が少ない傾向。
・図書館祭りで教職員の読み語り等、質的向上を意図した活動を行った。
・公立図書館との連携し、学習関連の図書を借入、環境整備に努めた。
・読書タイムは読み語りボランティアとの連携により活動が充実した。
・家読に取り組む家庭も実施日数も増加した。啓発に工夫が必要。

・読書目標の未達成者へのアプローチ。学級での図書館利用時間の活用と読書
指導の工夫により、読書活動を活性化させる。
・図書館（図書）を利用した制作物等を展示する等して来館を促す。
・更に図書館祭りで魅力的なイベントを行い、読書の楽しさを味わわせる
・家読カードを図書館利用時間に活用したり掲示して啓発を図ることで、読書の
習慣化を図る。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目） 具体的方策
成果と課題

(左記の理由）
具体的な改善策・向上策

道徳教育の充実

・各学年の道徳担当者を中心に，道徳科の年間指導計画と別葉の見直しを行
う。
・ふれあい道徳の実施について，学校便りや学級便りで保護者に内容を伝え
る。

・次年度に向け，年間指導計画と別葉の見直し，改善をすることができた。
・ふれあい道徳について，学年で計画し，学年便り等で保護者に知らせた。
・心のめあてについて，月ごとに役割分担をして，さまざまな視点から子どもたちに伝え，職員にも道徳科
との関連を推進することができた。

・月の心のめあてに合った年間指導計画となるよう見直しを行い，さらに共通理
解を図っていく。
・ふれあい道徳を今後も継続・推進していく。

人権・同和教育の
充実

・人権の視点に沿った，具体的な月の心のめあてを提示し，生活朝会で話をする。
・全校児童に向けて，年２回平和や人権に関する集会を実施する。
・月の心のめあてに関する内容について，その月の道徳や学活などで取り扱う。

・心の月のめあてについては、計画的に全校朝会で話をして、児童に意識づけをすることができた。また、
月のめあてと道徳、学活の授業内容内容を連動させて、より浸透させていく取り組みも行った。
・年２回の人権に関する集会を実施し、児童に人権について考える機会をもつことができた。

・心のめあてと道徳や学活の授業内容や学校行事などと連動させていく取り組みを、今後も浸透させてい
く必要がある。
・部落問題学習について、人権・同和教育資料集などを参考にしながら、実施を広める必要がある。

特別活動の充実

・集会活動や学校行事，学級活動で，児童が主体的に企画，運営できる場面を増やす。
・自主的な取り組みを賞賛したり，お互いを認める活動を取り入れたりすることで，自己肯
定感と意欲を高めさせる。
・月の心のめあてに即した授業での取り組みを推進する。

・旭っ子集会や学校行事などで、児童が計画を立てて、当日も運営することができた。
・集会活動を中心に自主的な活動を行うことができ、その振り返りをすることで、達成感を味
わうことができた。
・道徳や学級活動の時間で、月のめあてに沿った内容を行うことで、めあてを浸透させること
ができた。

・集会活動や特別活動の中で、お互いを認める活動を増やす。
・代表委員会や各クラスでの学級会などを通して、話し合い活動が充実するよう
にする。

特別支援教育の充
実

・全校的に相談しやすい体制を作り，相談事項に対して適切に対応していけるように，教育相談・巡回相談・他相談機
関と連携し，相談に対して継続的な関わりをもてるようにする。
・家庭･学校間での共通理解を図った上で，交流学級担任との授業実践を軸に。年間を通した取り組みを進める。
・学力向上の指導方法改善の取り組みと連動しながら，児童全員が学びやすい教室環境の設定や分かりやすい授
業展開の工夫を推進していく。
・児童の実態把握の上で，個別の支援のニーズに応じた指導計画の作成及び評価を，支援部を中心に各担任と連
携して行う。
・巡回相談員，SC,SSW,他専門機関等との連携をもとに，ひまわり学級・通常学級共にそれぞれのニーズを把握しな
がら研修会を設定する。

・「校内支援委員会」と名称を新たに、話し合いの体制は強化できたと思われるが、計画的
に会の開催を進めることができなかった。
・特別支援啓発のための授業を全クラスで行い、一定の成果を上げることができた。
・「学び合い」を生かした継続的な取り組みが難しいクラスがあった。
・対象児把握、教育相談資料の整理については、年間を見通して計画的に取り組みを進め
ることができた。
・夏季休業中に教育センターの出前研修を利用することができた。指導力向上を図るため
の任意の研修については不十分あった。

・「校内支援委員会」内のメンバー間で定期的に声を掛け合い、問題の早期発見と早期解決ができるよう
に、常に危機感を持って対応していきたい。
・保護者の理解を得て、全校的な啓発の学習の継続を図る。交流学級・支援学級担任で連携した授業や
学年単位での授業の実施など、年間を通して実践を積み重ねていく。
・自立活動や道徳の授業を基盤に、児童一人ひとりの特性にあった個別的な配慮を確認し合い、その上
で、自立活動をより生活の中で般化できるようにする。
・計画の作成については、これまでのやり方を踏襲する。
・前年度の課題を明確にし、ニーズに合った研修を設定する。

「旭マナー」の実践
と生活規律の定着

・運営委員会が実施している「あいさつ運動」を充実させ，たくさんの児童が参加できるよ
うに，「あいさつ名人（ボランティアに参加してくれた児童）」を放送で週１回紹介する。
・縦割り掃除のねらいを再確認させ，日々の反省を徹底させる。
・次時の学習の準備を徹底させる。

・今年度、反省ノートの内容を新たに作り直した。縦割り掃除の反省の
際に、日々自己評価をさせることで縦割り掃除のねらいを再認識させ
ることはできているが、マンネリ感はいなめない。

・反省項目がマンネリ化しているので、班ごとにめあてを１つに絞った
り、共通認識させたりするなどの工夫を提案する必要がある。

●いじめ問
題への対
応

いじめの撲滅と予
防的教育の推進

・特別の教科道徳，特別活動を中心として，体験活動や構成的グループエンカウンター等
を取り入れ，仲間づくり・学級づくりに力を入れる。
・鳥栖市「いじめと命を考える日」に合わせて，アンケート調査を実施したり，集会活動を
取り入れたり，あらゆる手立てを講じ，いじめの撲滅に全力を挙げる。
・月2回の生活指導の打合せ，教育相談などの諸会議で「いじめ」についての話題を取り
上げ，職員が常に高い意識を持って子どもたちに接するような環境を整える。

・毎月の生活のめあてに「心のめあて」を設定したり、集会において平和や人権をテーマにし
たりすることで、一年を通して自他を尊重し、友達を大切にする心の育成に努めることがで
きた。
・鳥栖市「いじめ・いのちを考える日」に合わせアンケート調査を実施した。回答内容から児
童の変容を捉え未然にいじめを防いだり軽度に留めたりすることができた。
・生活指導打合や教育相談などの会議、また、毎週の連絡会等を通して、児童の状況につ
いて共通理解を図り、いじめの予防、早期発見、早期解決につなげることができた。

・生活指導打合や連絡会等を通して、発生した事案や児童の状況について全職
員で共通理解を図ることで、いじめ撲滅や問題行動に対する意識を高めることが
できたが、今後はさらに事後対応を基にした未然防止対策について検討していき
たい。
・鳥栖市「いじめ・いのちを考える日」を充実させるために、各学級での指導やア
ンケート調査を実施するに留まらず、児童の実態に合わせたより効果的な取り組
みについて検討して行く必要がある。

運動習慣の改善や
定着化

・運動教室やなわとび大会などを開催し，運動する機会を作るようにする。また，なわとびに取り組む
時期にはなわとびカードを配布して，運動意欲を喚起するような環境を作り出す。
・新体力テスト実施に向けて，事前に準備や新体力の仕方について映像などを活用して，取り組ませ
るようにする。また，結果を保護者にも知らせることで，家庭での運動意欲の向上につなげる。
・各クラスにドッジボール，サッカーボール，長縄，ドッジビーを配布し，外遊びの環境を整える。
・水泳の際はプールカードを配布し，保護者とともに健康管理を意識させるようにする。
・体育関係備品を整理し，必要な備品については，計画的に購入，準備していく。

・児童の体力づくりに向け運動教室を各学期１回ずつ実施した。１学期は新体力テストのや
り方を低学年を対象に行った。２学期は様々な動きを取り入れた運動教室を１年生～４年生
を対象に行った。３学期は大なわ８の字とびを上達させるために全学年を対象に行った。ど
の学年の児童も汗を流しながら楽しく活動していた。
・プールカードは，教師・保護者の間で定着し，児童の健康管理の意識付けになっている。
・新体力テストの結果について「さがんキッズ体力カード」を配布し，保護者からの一言やサ
インをもらい再提出させるようにした。

・毎年，新体力テストにおいて，どの学年も随分時間が取られている傾
向にある。今後の実施方法を今年度の健康部で検討している。
・クラスレク以外では外遊びをしない児童が見られる。体育委員会の活
動として，外遊びを促すよう，給食の時間の放送や昼休みに各学級へ
呼び掛けに行くようにしたい。

望ましい食習慣と
食の自己管理力の
育成

・朝食の大切さについて，児童には掲示物や委員会活動，学級活動等で定期的に働きか
けていく。保護者には，食育便りや学校評価結果などを通じて啓発していく。
・給食においては，担任指導のもと，量を適切に調節し，つがれたものをきちんと完食する
という習慣を身に付けさせる。また，十分な食事時間を確保するために，準備時間を短縮
させられるよう，環境面を整えていく。
・研修会を通して，全職員にアレルギー対応児童に対する対処策を周知徹底させる。
・給食センターとの連携を図ったり，栄養教諭や地域の人材を活用したりしながら，食育
授業等を実施していく。

・残食率が多いため委員会活動を通して、１年間学校全体で取り組んだ。また食
育新聞発行を行い保護者へ啓発ができた。残食率５％から１，４％まで減った。
・栄養教諭が入り、朝食の大切さをテーマに食育授業ができた。また、２年生は
キュウピーマヨネーズ作り、明治食育セミナー、６年生は明治食育セミナーの出
前授業を行った。
・担任、委員会活動の呼びかけもあり、つがれたものは完食する意識がもてたと
思う。
・課題として年間計画の中に、計画的に企業・地域との連携を立てるべきだった。
教職員間でも食育への意識の差がみられた。

・来年度は、全学年に企業と連携し、食育出前授業を行いたい。出前
授業の年間計画を立てる。
・全学級で食育授業が出来るために健康部で検討する。
・栄養士が給食指導ができないため、実態を知ることができない。給食
センターと連携を図り、栄養士が学校に在中できるようなシステムをつ
くってほしい。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目） 具体的方策
成果と課題

(左記の理由） 具体的な改善策・向上策

○学校経営
学校教育目標【やさし
く　かしこく　たくましく】
の周知・徹底

・学校だより，ホームページ，保護者への発信メール，PTA総会・会員研修，区
長会・民生委員会等，機会ある毎に積極的に学校経営方針を説明する。

・学校だよりに年間を通して掲載し、全校朝会や学年朝会などで話題にすることで、保護者や児童が意識
的に学校目標に触れる機会を多くした。保護者の認知度は85％である。児童は、マナー教室(4,5,6年生実
施)で100％答えることがことができており、職員も意識して周知を図る取組を行っている。

・職員が意識しているので、周知を図ることができている。来年度も全職員で共
通理解し、継続した実践を行っていく。地域へも積極的に発信し、周知していく。

○信頼関係
つくり

保護者・地域・社会
教育との連携と適
切な情報発信

・保護者や学校関係者へは，事前に参観等に関する案内を出す。また，できるだけ地域に足を運び学
校の熱意を伝える。
・保護者や地域の方からの質問・相談には迅速に対応する。
・総合的な学習の時間や生活科等で地域の教材・人材活用の場を広げ，地域との関わりを密にする。
・学校便り，学年便り等を定期的に発行し，学校情報の発信を行う。

・保護者への情報発信は、適宜行うことができた。緊急時や周知の徹底を図るときは、まちcomiメールも
利用するなどして確実に対応することができた。
・外部に出す案内等は、複数の職員で確認し合う体制が確立しているので、発信文書のミスはほぼない。
・学校の相談体制は、85％以上の保護者が概ねできている回答し、信頼を得ることができた。
・地域から多くのゲストティーチャーを招き、児童と積極的に関わり指導していただいた。

・今後も、区長会や民生委員会、まちづくり推進協議会、旭地区文化祭
などに、積極的に参加し、地域とのつながりを深めていく。
・ゲストティーチャーとして地域の人材を活用し、信頼関係をさらに強
め、地域に開かれた学校づくりをしていく。

○教職員の
資質向上

指導力の向上と校
内研究の充実

・授業公開の日程計画を早めに立て，指導案を全員に配布する。

・教育センター講座，研修会，研究会の開催案内を掲示し，周知を図る。職員
が出張しやすい校内体制を作る。
・研修会の持ち方を工夫し，意見交換を活性化し充実を図る。

・指導案のサーバー保存で、印刷の負担軽減となった。研究授業の日程調整が遅くなる時
があった。
・出張を精選し人選をすすめたが、同じ研修へ多人数を派遣することもあり、3学期の出張を
圧迫したことは反省点である。
・協議に付箋を用いることで、全ての教師の意見を取り上げることができ、協議が活性化し
た。

・研究授業の早めの日程調整ができるように、研究推進委員会で調整を行う。
・同一の研修会へ複数派遣するのではなく、１，２名の派遣で後日の伝達講習に
力を入れる。
・研究協議の十分な時間の確保が必要。

○組織的・継
続的な学校
運営

指導部・学年部等
による組織的共働
体制の推進

・年度初めに校長の学校経営目標を具現化するよう，目標を明確に指示す
る。目標達成に関して定期的に評価，改善を行う。
・週に１回の学年部会，月に１回の指導部会を充実させる。指導部会で共通理
解したことは，職員会議で提案し，全員で共通実践していく。

・部会長を中心とした４つの組織が、月１回の指導部会、臨時部会を行い、協議
したことを職員会議や連絡会で周知、共通理解を図った。
・全職員で共通実践することを目指してきたが、十分とは言えない点もあった。

・各部長や主任を中心に設定した目標に迫ることができた。業務の軽重に関して
は検討の余地がある。構成メンバーの配置を考慮していく。
・共通実践項目の精選と明示化をすすめる。

●業務改善・
教職員の働
き方改革の
推進

教職員の意識改革
と定時退勤日の周
知・徹底

・定時退勤日を設定し，定時退勤と仕事の効率化について，教職員の意識を高める。
・業務記録票を必ず提出し，教職員自らの勤務時間について振り返らせると共に，仕事の効率化につ
いて目標を立てる手立てとする。また，ＰＣによる勤務時間の記録方法を取り入れ，客観的な勤務時
間の把握をする。
・学年主任・グループ代表者からなる「衛生委員会」を定期的に開催し，働き方や健康状態・改善策に
ついて話し合う。
・校務分掌など業務について適宜検証し，適正化を図っていく。

・定時退勤日にはできるだけ定時に帰るように学年主任等に意識付けをし、学年でお互い
声をかけるようにしたため学年によっては効果が見られる。
・今年度から勤務時間の管理をＰＣで行うようになったが、時間外勤務の削減にはまだ効果
があまり見られない。
・衛生委員会の開催や管理職による日常の健康観察等により、病休者を出すことなく、健康
で快適な職場環境づくりをすすめることができた。

・次年度に向けた2期制導入や家庭訪問の廃止、行事の見直しなどの学校改革
をすすめた。
・衛生委員会では、自らの働き方を見直し、具体的な改善策を提案し、実行する
必要がある。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目） 具体的方策
成果と課題

(左記の理由）
具体的な改善策

○小中一貫
教育

９年間を意識した
系統的な指導の
推進

・研究・企画委員会で早期に年間計画を立て，活動方針を構築する。
・長期休業中に全体会・研修会を開き共通理解を図るとともに，研鑽を深める。
・三校間で情報を共有し合い，掲示コーナーを設けたり職員向け通信を発行したりして周知する。
・各校の研究授業を公開し合い，他校の授業を参観する。

・年度当初に年間計画を立て活動方針を構築したことで、各学校が共通した指導や取り組みを行うことが
できた。
・「小中一貫だより」を保護者に配付したり、ホームページ上や校内で掲示したりして、保護者や来校者、
児童に対する啓発と意識付けを行うことができた。
・各校の活用力向上の公開授業を参観し合ったり、３校合同の授業研究会を行ったりして、小中の教職員
が教科指導や生徒指導について相互に理解し合い、系統的な指導を行うことについての研鑽を深めるこ
とができた。

・今後も継続的に行われるコーディネーター会議において、年間計画の見直し、修正等を行うことはもちろ
んのこと、令和２年度の研究推進に向けて、引き続き研究の計画等についても見直していく。
・３校間の交流については、児童と教師はもちろんのこと、保護者にも情報を提供することで、理解と協力
が得やすくなるようにする。
・職員に対する小中一貫教育だよりの充実を図る。

○安全教育
登下校指導の充
実と危機回避指
導

・毎月10日に全職員で安全点検を行い，危険箇所の把握と改善を行う。
・毎週交通立ち番の職員が登校の様子を把握し，即時指導を行うとともに，警察署，消防
署などから指導を仰ぎ，交通安全教室と避難訓練を通して，歩行者・自転車運転者の安
全で実践的な通行の仕方や避難の仕方についての理解を深める。
・防犯ブザー点検を，各クラスで月に１回行い，不備については家庭に連絡をする。
・ヘルメット着用における指導の徹底と，未着用児童の交通安全意識の向上を図る。

・毎月安全点検を行ったので，校内での事故がなかった。
・警察署や消防署の指導のもと，交通安全教室や火災避難訓練を行い，大きな交通事故な
く安全な生活を過ごさせることができた。
・今年度，不審者に対する避難訓練ができなかった。
・防犯ブザーの携帯率は11月以外は９５％以上であった。
・児童会活動で行うヘルメット着用調査では、100％達成には至らなかった。

・引き続き，毎月の安全点検を行い，学校内の安全を確保する必要がある。
・消防署との連携を行い，避難用具の使い方などさらに実践的な訓練になるようにしていく。
・警察署の指導のもと，今年度取り組めなかった不審者対応の避難訓練を行う必要がある。
・修学旅行後に防犯ブザーの携帯率が下がるので、放送で呼びかけ改善する。
・交通安全教室の時にヘルメット着用調査を行い，実態把握に努めると同時に、着用の意識
付けを図る。

○日本語教
育

教科「日本語」の
指導法の共有

・各学年の担任で授業で実践した資料を保存してもらい，活用を促す。
・限られた授業時数の中で学習効果を高める指導の在り方を考えながら実践にあたる。
・年に1回は必ず授業参観で教科「日本語」の授業を実践する。実施について，学年・学級
通信等で，内容を伝える。

・年に１度，授業参観で教科「日本語」の授業を実施した。　時間割で内容を保護
者へお知らせした。
・今まで実践してきた挿絵，ワークシートを使い授業をした。
・来年度から評価が変わるので，職員へ知らせる。

・各学年の授業で実践した資料を保存してもらうように呼びかける。
・来年度より評価が変わるので職員研修を行う。

●は共通評価項目、○は独自評価項目

・学校内外や登下校中に起こる事故・事件０を目指す。
・交通安全教室，避難訓練（地震・火災，不審者対応）
の完全実施（年２回）
・防犯ブザーの携帯率１００％
・自転車乗車時のヘルメット着用率１００％

B

・全職員が小中一貫教育の目標と基本方針を理解す
る。
・小中の教職員が相互理解し合い，系統的な指導を行
う。
・９年間を見通した年間指導計画の見直しを行う。

B

教
育
活
動

B

○指導部の組織的な運営をさらに推進させ，共
通理解をもとに共通実践する。
○部長，主任等が自覚をもって組織運営にあた
り，協働体制作りをめざす。

B

学
　
校
　
運
　
営

○教職員，保護者，地域，児童に本年度の目標
を周知する。認知度を保護者80％，児童100%，
学校関係者80％以上をめざす。

○校内研究の部研等の指導案作成，事前研等
に学年部全員で取り組み，共有して実践する。
○校外の研修会や研究会に一人１回以上参加
する。
○校内授業研究会で，全員，意見や感想を発言
する。

○互いの違いを認め合い，誰もが安心して学校
生活を送ることをめざす。
○人権に視点をおいた学級経営を行う。 B

○自主的・実践的態度を育てるための集
団的活動に取り組ませる。

B

○「校内支援委員会」の位置づけの確認と全校的な相
談体制の充実
○校内の障害理解を推進する。
○ユニバーサルデザインを取り入れた学級環境の整備
と授業づくりを行う。
○個別の教育支援計画・指導計画の作成とその活用
に努める。
○職員のニーズに合った研修会を行う。

C

③開かれた学校をつくる

具体的目標

○学校行事への積極的参加を依頼する。
保護者の自己評価80％以上，学校関係者(区
長，民生委員，学校評議員）の運動会，日曜参
観等への参加80％以上をめざす。

・昨年度までの実践をもとに，他教科との関連を
図る。
・授業参観や学年・学級通信等を通して，教科
「日本語」の実践を保護者や地域に広める。

３　目標・評価

①確かな学力を育む

具体的目標

○基礎基本の定着及び+E12:I14理解力･表現力
の向上のために読書の習慣化を図る。

○ICＴ利活用教育を推進し，授業参観，授業研
究時に全員1回以上ＩＣＴを利活用した研究授業
を実施する。
○家庭と連携し，情報モラルの充実を図る。

B

B

○定時退勤日に退勤する目安の時刻を設定し，
一人一人が自覚をもって業務の効率化を図る。
○校務分掌の業務内容の検証と協働化を図る。

○毎日朝食を摂る。（目標９５％）
○自分が食べられる量を把握し，マナーを守って完食
する。（残食率5％以内）
○確実で安全なアレルギー対応を行う。（目標１００％）
○栄養教諭等の積極的な活用を中心とした食育啓発
授業の実施。（昨年度実績以上を目指す。）

教
　
　
育
　
　
活
　
　
動

●心の教
育

●健康・体
つくり

○道徳科の年間指導計画と別葉を作成
し，計画的・発展的な指導ができるよう心
がける。
○ふれあい道徳の実施を呼びかける。

○いじめ「０」を目指して，旭小学校いじめ防止基本方
針に沿って，学校全体で予防的活動に取り組む。
○いじめの兆候がないか，高いアンテナを張り巡らす。
また，万が一発生したときは，即座にいじめ対策委員会
で調査し，解消に取り組む。 B

○「旭マナー」の徹底，定着を図る。

具体的目標

達成度

Ａ

B

B

達成度

B

○子どもたちが，年間を通して体力づくりに取り組める
環境づくりに努める。
○子どもたちが気軽に運動に取り組む機会を増やす。
○健康管理を意識させるようにする。
○外で元気に毎日（２０分以上）遊ぶ。（目標８０％）

本年度の重点目標に含まれない共通評価項目

Ａ

○ＵＤの視点に立った指導方法について具体的な工夫
を行う。
○自分の考えを表現したり，友達の考えのよさに気づ
いたりすることで，主体的・対話的で深い学びの充実に
よる活用力の向上を目指す。

B

教
　
育
　
活
　
動

●学力の
向上

B

具体的目標 達成度

◎鳥栖市教育プラン
　【羽ばたけ！ふるさと鳥栖の未来をを拓くひとづく
り】
　目指す子ども像
　【ふるさとを愛し、ふるさとに誇りを持ち、よりよい
社会の形成者としての資質能力をもった「鳥栖っ
子」】
◎鳥栖西中校区小中一貫教育目標
　【小中９年間を通して、豊かな人間性と自立心を
培い、『生きる力』をもった児童生徒を育成する】
◎学校教育目標
　【旭を愛し、共に学び、たくましく生きる児童の育
成】
◎子どもたちの学校目標
　【やさしく　かしこく　たくましく】

①心の教育の充実　　・あいさつ運動　　・「特別の教科道徳」の充実　　・無言たてわり掃除　・人権・同和教育
②生徒指導の充実　　・開発的生徒指導　・配慮を要する児童の理解　・いじめ防止　・「いじめ・いのちを考える
日」の意識化
③学力向上　　・主体的・対話的で深い学びの実現　　・ＴＴ指導の工夫　　・家庭学習の継続と徹底
　　　　　　　　　　　・学業指導の統一　・電子黒板の積極活用　・読書活動の充実
④校内研究の推進　　・算数　・小中一貫教育　・教科「日本語」
⑤特別支援教育の充実　　・児童や保護者への啓発　・授業のＵＤ化　・児童理解
⑥健康安全教育の推進　　・食育　・体力向上プランの修正　・安全教育　・防災教育
⑦開かれた学校の推進　　・情報発信　・地域人材活用　・地域貢献　・郷土愛を育てる教育
⑧新学習指導要領の理解と準備　　・カリキュラムの整理　・特別の教科 道徳の理解　・移行期における外国語
活動の充実

達成度

A

A

A

○家庭学習の手引き，自主学習の手引きを配布し，家
庭学習の習慣化を図る。
○小中一貫学力向上部の重点目標を職員や児童で共
通理解し，全職員で指導を実践していく。

B

○読書生活の向上(冊数の高まり・分野の広がり，習慣
化を目指した読書指導の推進)。
○読書活動の充実（朝書・学校司書のリファレンス）
○学校及び家庭における読書活動の推進を図る。

重点目標を具体的に評価するための項目や指標を盛り込む

達成度Ａ：ほぼ達成できた

Ｂ：概ね達成できた

Ｃ：やや不十分である

Ｄ：不十分である
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